














緒言 

胎内発育障害(IUGR)は心身障害児発生との関連が強調されており,その胎内治療法の確立

は今日産科医にとって最も重要な臨床的課題のひとつである。胎内発育障害の成因は多岐

にわたっており複雑であるが,最近 intrauterine fetal hyperalimentation がトピックと

なり,二糖類を主体とする糖質やアミノ酸製剤の母体投与が試みられている。しかしその臨

床効果はまだ確立されていないようである｡特にアミノ酸は生体において細胞の成長,さら

には酵素や体蛋白の構成物質として重要であるが,現在のところ胎児のアミノ酸代謝につ

いては不明なことが多く,アミノ酸投与により,むしろ hyperamino acidcmia や高窒素血症

による代謝障害を招くことも懸念される。著者はこの臨床的問題に取り組む為には,まず胎

児代謝の特異性を明らかにする事が重要であり,その結果,胎内発育障害の原因,病態の解

明や治療法への道が開かれるものと考え検討をすすめて来た。 

従来から胎児の成長,発育を母体側要因,さらには母体と胎児の接点ともいえる胎盤の機能

の面から論じた報告は多いが,著者は胎児側から,すなわち胎児には母体と異った胎児特有

の代謝調節が存在し,この代謝調節の異常が発育障害の原因のひとつであると考え,主とし

て細胞レベルにおけるアミノ酸代謝について基礎検討を加えた。 


